








 

研究目的 

 低出生体重児に対する初期維持輸液は代謝異常の予防,予後の改善に極めて

有効であるといわれている。都立築地産院では,生後 24～48 時間以内は 7.5%ま

たは 10%プドウ糖液,それ以後はソリタ T-3G を用いて輸液を行っている。 

 極小未熟児では,不感蒸泄が多く,しかも最近ではradiant heaterが広く用い

られるようになっており,さらに不感蒸泄による水分喪失が多いと考えられる。

そこで,今回は輸液開始から 72 時間までの体重の増減,摂取水分量に対する尿

量の割合,血清 Na 値,血清 K値と摂取総水分量との関係を検討した。 


